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アイ ヌ語坂興 に関わ る アイ ヌ 文化振興 ･ 研究推進機構 の 活動 に つ い て
1 . ｢ア イヌ文化振興法+ と推進機構
中川裕
1 9 9 7年5月 14日に ｢アイヌ 文化 の振興並びに アイヌ の 伝統等に関す る知識の普及及び啓発に関する法
律+ , い わゆる ｢アイヌ文化振興法+ が成立し､ それによ っ て ､ 1 8 9 9年の 成立以来, 1 0 0年近くにわた っ
て 日本の アイヌ関係行政の シ ンボル として 悪名を馳せて きた ｢旧土人保護法+ が廃止されたo こ の こ とはアイヌ
史の みならず ､ 日本の 法政史上でも大きな事件であろうと思われるの だが､ 実際には国会でも放 とんど論議らし
い論議もないまま通過して しまい , 多くの 日本人はこの ｢アイヌ文化振興法+ の成立すら知らない｡
こ の法律は､ 北海道ウ夕 リ協会などが長年にわたっ て制定を求めて きたいわゆる ｢アイヌ新法+ とは本質的に
異なり, アイヌ人の ｢先住棲+ や ､ 経済的社会的環境の 改善とい っ た問題には全く触れず に､ ただ ｢文化+ の み
を対象にしたもの である o 文化というもの が軽済的社会的な環境と切り離きれ て存立 し得るもの で はないと い う
こと旺, あらためて議論するまでもない こ とであり､ また ｢文化捉興法+ 自身が掲げている ｢民族 として の尊厳+▲
と い う問題はi 伝統文化や青帯の復奥というこ とで達成されるもの ではな<､ 申しろ逆に ｢民族 とし て の尊厳J･
というもの こそが文化の継東を支えるので あり､ そ の ｢尊厳+ は経済的な背景を持たずして は維持困灘である と
いうこ とも, また否定セきぬ事実 で卒るはずで ある｡ したが っ て , こ の 法律に対する不#
r
･ 反発は当初から強く ､
アイヌ人側か,61 0 0 パ
ー セ ントこの 法律に満足して いる という発言がなされて いるもの は, 卑見では見る こ と
ができない 1)｡
また こ の法律に基づ い て 9,
7年7月に設立された､ 財団法人アイヌ文化振興 ･ 研究推進機構 にう い て も, 誰が
その 主体となる こ とを想定して作られた機関であるの か ､ 基本的なコ ンセ プトを誰が実際に設計して い るの か ,
全 く不明確なまま予算要求が行われ 設立が進められた結果 ､ 非常な混乱をともな っ て発足するはめ にな っ た こ
とは周知の事実である｡
き らに , 筆者は機構発足当初から事業運営委員 とい うもの を引き受けており､ おもに こ の事業運営委員会が予
算の具体的な運用案や予算案の作成を行らてい る の で あるが, こ の委員会が機構の どこに位置づけられて い る の
か , 委員である筆者にもわからない ｡ 少なくとも公表されて い る機構の組織図には､ 事業運営委員会の 名前はど
こにも見当たらない の である (図1参照) o
1)
こ の点に関して は､ たとえば｢シンポジウム ･ アイヌ新法が問いかけるもの+ 『アイヌ 文化を伝泉する』 (1998､
草風館) などを参照｡
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図1 : アイヌ文化振興 ･ 研究推進機偉観織図
財団法人アイヌ文化振興 ･ 研究推進機構 (199 8) 『財団の あらまし』 p.6 よ■り
その 飽､ こ の推進機構につ い てはさまざまな問題が指摘でき るの だが､ いずれにせよ ,･国と道から毎年5｢- 7
億円という巨額の予算がつ い て動き出し て い る こ の 組織の 活動が, アイヌ語 ･ アイヌ文化の維持 ･ 復興運動に関
して ､ よ きにつ けあしきにつ け今後さまざまな影響を及ぼして いく ことは明白である ｡
本稿で は､ 機構 の問題点ということにつ いて はまた稿を改めて論じるこ とにし, 機構が ｢アイヌ欝の琴興+ と
いうこ とに関して ､ 具体的にどの ような括動を行 っ ており, そ の現状はどうで あ,
るかとい うこ とを ､ 筆者自身事
業運営委員 として ばかりで なく , 委嘱を受けて実際に事業の いく つか に従事した立場を利用 して留介 して みよう
と思う c
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2 . 推造機構の事業
区分 事業名 平成9年度予算療
(単位千円)
平成10年度予算療
(単位千円)
研 究 の 推
準
アイヌ関連総合研究等助成事業 17 7 32 26 3 12
アイヌに関する研究俸制調査事業
I
2 0
チ
0
ア イ ヌ語
の
振興
アイヌ語指導者育成事業 8 60 4 610
アイヌ語上級講座開設事業 2 0 81
う
4 0 48
アイヌ語ラジオ講座繭設事業
)
6 09 5
)
23 31 8
アイヌ語弁論大会開催事業
)
2 3 72
I
2 33 0
ア イ ヌ 文
化の振興
アイヌロ東文芸伝来者育成事業
I
8 3 74
}
8 982
アイヌ生清文化再現 マ ニ ュ ア ル件成事業
I
2 49 3
)
5 1 5 66
アイヌ文化活動ア ドバイザ ー 派遣事業
I
586 2
)
12 99 8
アイヌ工芸品展示 開催事業
)
3 0 6 81
)
3 0 060
アイヌ芸能鑑賞会開催助成事業
I
427 8
ラ
427 8
アイヌ ロ東文芸ビデオ鑑賞会開催事業 2 09 0 4 9 40
アイヌ文化俸験交流会開催助成事業
I
二
4 02 6
I
26,2 32
アイヌ文化国際交流助成事業
つ
14262 3 7 76 2
アイヌ工芸作品コ ンテス ト開催事業 226 5
I
857 2
アイヌ文化賞の 開催事業 2 4 10
I
5 414
アイ声文化フ ェ ステ ィ バル開催事業 .
I ⊃
2 1,5 14
アイヌ文化実践薄座開催事業. 17,72 2
アイヌ伝統工芸伝承括動助成事業･､ 4 0,8 12
普及
啓発
理解促進用リ ー フ レ ッ ト等発行事業 1,4 3 6 2 9 86
小中学生向け副読本の作成配付事業 8
,408
)
9,63 8
ホ ー ム ペ ー ジ事業 1,0 51 2,7 1 8
アイヌ文化交流センタ ー 事業 . 42 36 1 4 6 4 60
｢アイヌ文化友の会+ 事業
ラ
2,62 3
I
5,39 2
普及啓発セミナ ー 事業 5,51 6
普及啓発講演会開催事業 7,512
.' 事 業 ･.車 計 16 1,9 60 4 1 1,6 92
人 件 費 63,･76 9 93,9 76
. 管
‾
′理 ･費 7 0,57 9 ,4 4,41 0
I; 合 計 29 6,30 8 5 50, 6 8
表 1 : アイヌ文化振興 ･ 研究推進機構事業名及び予算 一 覧 (事業運営委員会配付資料より
作成)
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表1で見るように, 機構 の事業の うち ｢アイ ヌ語の 轟輿+ という項目に掲げられて い る の は ｢アイヌ語指導者
育成事業+ ｢アイ ヌ語上級講座開設事業+ ｢アイヌ語ラジオ講座開設事業+ ｢アイヌ語弁論大会開催事業+ の4
つ で ある｡ これ らの開催地 ･ 講師 ･ 受講生等につ い て は､ 事業運営委員会内の 下部組織で あるアイヌ語部会で検
討され , そ の結果が事業運営委員会に上げられて ､ さ らに検討された上 で東認を受ける｡
これらの事業につ い て ､ 実際にどの ようなこ とが行われて いろかを概観する o
3 . ア イ ヌ語揺尊者育成事業
こ の事業は ､ 表 1 の予算額でわかるように9 7年度杜準備年度であり､ 実質的には9 8年度から実行された.
講師の 選定はアイヌ語部会で検討されたが, 受講者として想定されて いたの が各地の アイヌ帯教室の 講師候補者
というこ ともあり､ また初め て の試みでもあるので , アイヌ語部会の委員を中心に組む こ とになっ た ｡ その鞍呆,
講師全員が和人の研究者という ことになっ た｡
当臥 薄師チ ー ム は 5 人 で組まれて いたが､ 後に 一 人辞退 し､ 北海学園大学助教授切替英雄氏､ 北海道大学助
教授佐藤知己氏､ 道立アイヌ文化研究セ ンタ ー 非常勤研究職員本田優子氏､ そして筆者の 4人編成にな っ たo
受講者法北海道りタリ協会の各支部やアイヌ語教室､ そして首都圏の アイヌウタリ連絡会を通して募集 した o
こ の方式だと､ そうした組織に入 っ て いないアイヌ人には応募する機会がない こ とになり､ それに対する不満も
すで に耳に して いるが , 受講者をなる べ くアイヌ人にしぼるということと､ ｢アイヌ語指導者+ というこ とでア
イヌ語学習活動に現在何らかの形で参加 している人を優先させ るというこ とを考えた場合､ い たしかた のな い方
式であろうと思う｡
9 8年度は受講者として 7名が参加 した｡ 全員アイヌ人あるいはその家族であり,･
.
アイヌ語学習活動と何らか
の形で 関わりを持 っ て い る人たちで あるo 地域的には ､ 札幌､ 鵡川､ 白老､ 沙涜､ 十勝 , 阿寒 と全道的な広がり
を持ち､ 2 0代から60代まで のかなりの 暗があっ た｡ 年齢的にはもう少し若い世代が参加する こ とを期待 して
いた のだが ､ 現状 では､ 現在実際にアイヌ欝教室の講師 ･ 助手などとし て活動して い る人を中心 とすると､ 平均
年齢が高<な るとい う状況はやむをえな い .
こ の 指導者育成事業は上級薄座とは異なるコ ンセプトにあり､ アイヌ語を実用的に許 したり聞いたりできるよ
うにするという こ とよりも､ すで にアイヌ語がある程度でき る人を対象とし て ､ それをどの ように教えるか , あ
るいはどの ような手段で独習をして いくか を教授するための事業である｡ したがっ て ､ 辞書類や文法事類を読み
こなすためにある程度音譜学的な用語も導入する し､ 方言差というもの を理解 してもらうために , 自分の学習し
て いる の とは異なる方言の箭も聞い てもらうことにして いた｡
9 8年度の 講師陣は当該年度に入 っ て から決ま っ たため ､ 講義の準備の ために時間を とり , 1 0月 に入っ て か
ら始め る こ とにな っ た. 実際には､ 1 0月 2 - 4 日, 1 1月 6 - 8 日､ 1 2兄4 - 6日の それぞれ金 ､ 土,J 日3
日間､ 合計9日間の合宿という方式をと っ た｡ 合宿方式をと っ たの は､ ①集中的に学習した方が効果があがる ､
②毎週 一 回などという開講方式では､ 遠隔地の 人間の負担が大きい ､ ③自宅にすぐ帰れるような場所 で行なうと
途中で抜けたり遅れてきたりする事態が増える､ などといっ た理由 である ｡ こ の 日程に関して は､ 金曜日 の午後
からで法参加が難しい という声もあり､ 次年度には改める予定であるo
また､ 参加者の 年齢も考えた場合､ 長時間にわたる学習を市街の 施設で行なうと､ 疲労などの理由で学習儲率
が下がるこ とも予想されるの で ､ 札幌近郊の温泉のある施設を合宿場所に選んだ｡ こ の 点 では､ 予算 との兼ね合
いから､ 適当な施設を見つ けるの に事務局が相当の苦労を したようであるが, そ の おかげで学習設備も娯楽設備
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も整 っ た快適で安価な葛所が確保された｡
参考まで に9 8年度第 1回 の 1 0月2 - 3 日 の 日程表を次に掲げる｡
一 日 目
13: 00- 13:0 5
13:0 5- 13:3 0
13 :30- 14:0 0
14:0 0- 1 6:0 0
16:0 0- 17:00
17:0 0
-
17: 30
1 7
.
.
30
-
18:3 0
1 8:3 0
-
2 0:0 0
2 0:0 0- 2 1:0 0
二 日目
9:0 0- 1 0:00
1 0:00 - 12:0 0
12:00- 13:0 0
13:0 0- 1 4:0 0
14:0 0- 16:0 0
16･:0 0- 17:00
1 7:00- 19:0 0
19:00⊥2 0:0 0
20:0 0- 2 1:0 0
三 日目
9:0 0- l l:00
l l:0 0- 12:0 0
開講にあたっ て の御挨拶< 事務局長>
オリ エンテ ー リ ング< 担当 :切替>
資料 ･ 文献紹介< 担当:佐藤>
発音に関する講議 [白沢ナベさんの ビデオ] < 担当: 中川>
表記に関する講議1 [表記法の基本的な違い] < 担当 : 中川>
チ ェ ックイン [施設などの説明]
夕食休憩
表記に関する講義2 [発音との 関連] < 担当:中川>
質疑応答< 司会:米田>
方言に関する辞議 [沢井 トメノきんの会苗] < 担当:切替>
名詞の 二 つ の形 [所属形と概念形 ;身体名称 :普通名詞] < 担当: 切替>
昼食休葛
テ ー プ聞き取り [呪文: N H K テ ー プ] < 担当 : 中川>
動詞の 人称 ･ 人称 の方言差< 司会:中川>
テ ー プ聞き取り [新井田セイノきんのウエ ペ ケレ] < 担当:本田>
夕食休憩
l
テ ー プ聞き取り [新井田セイノきんの ウエ ペケ レ] < 担当: 本田>
質廉応答<司会 :米田>
テ ー プ聞き取り [カムイ ユ カ ラ1] <担当 :佐藤>
受講者からの 意見聴取
御覧の 通りかなりハ ー ドな日程だが, やむを得ない事情で抜けた場合を除き , 基本的に こ の通りの ス ケジ ュ ー
ル を全員がこなした8 第2 臥 第3回も旺 ぼ同様で ある ｡ ｢分量が多い+ という声は聞こえたが ､ 受講者側に脱
落者はおらず､ 次年度も こ の ようなやり方でよい という声が多かっ たo
個 人的な感想を述 べ る と､ 受講者 の学習意欲が非常に高く ､ 語学的なレベ ルも予想以上に高か っ た と いう こ と
が 一 番 に挙げられる 8 最初 の 1 0月 の 合宿で聾者自身の用意 した教材は､ 一 部 の受講者には明らか にレ ベルが低
すぎた ｡ それは筆者に とっ て摩 しい誤算 であっ た｡
また ､ 講義はその 時間の担当講師の みならず ､ 他 の講師も全員同席する という方式をとり､ なおかつ講義内容
に暴論があっ た場合に臥 どんどん口 を出すというやり方に したo そ のために , 受講者をそっ ち の けで 割判司士
が議論をし合うというようなシ ー ンもままあっ たが､ 研究者固士がお互 いを啓発しあうよい機会 となっ た｡
ま た , 合宿方式の おかげで ､ 夜 はおもに男性講師室に集ま っ て の飲み会 ､ あ る い はカ ラオケ大会な どにな っ た
が, こ こ で受帝者例の 生の 声を聞くヱ とができ て ､ 現場の 実情に つ い て こちらも知識を得る こ とができたo 受講
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者同士あるい は受講者と講師の 間の個人的な親交も深める こ とができ て ､ おおい に有意義であっ た｡
こ の受講者の中には ､ す で に後述の ｢アイヌ語ラジオ講座+ の 98年度の 講師にな っ て いる人も参加して い る
が､ さらに9 9年度の講師侯清音も ､ こ の 中か ら複数名現れてきて いる B と いう こ ともあり ､ ｢指導者育成+ と
いう課題に現実的にも直結した事業になり得て いる という こ とができるであろう o,
4 . ア イ ヌ語上級講座開設草薮
上級講座は指導者育成講座と異な り, 受講者を個人単位で選出する の で はなく, まず開設地域の 選定を行う ｡
そ れ に つ い て は北海道ウ夕リ協会の 各支部や､ アイヌウタリ連絡会に募集を行なっ て , 地域単位で名乗りを上げ
てもらい ､ それにしたがっ て事業運営委員会で選定する｡ 9 7年度は札幌､ 旭川､ 9 8年度は札焼､ 旭川, 登別,
東京で開かれて い る｡ 9 8年度の講師は札幌 一 帯井政敏 ､ 旭川 - 浅井亨､ 登別 - 上武和臣､ 東京 一 中川裕であり､
アイ ヌ人2名､ 和人2名 である｡
それぞれ の 地域で どの ように諦座の 内容が展開され て いるかは, それぞれの講師にまか されて い るの で ､ 他 の
地域の 状況に つ い てはわからな い が, 筆者自身は9 8年度から東京講座の講師を担当 し て い る の で ､ そ こ で行な
っ て い る こ とに つ い て報告する｡
そもそも, 機構の事業として指導者育成講座や上級講座が開設されて いる の に, 初級講座や中級講座がない の
はなぜか｡ 筆者自身が最初の 予算編成に携わっ たの ではない の でわからないが, おそらく初級 ･ 中級はアイヌ語
教室ですでに行な っ て いる ことなの で ､ それと競合 しない ように とい う ことだと患う｡ しか し, 各アイヌ語教室
で学習されて い る こ との程度は ､ その 地域の 条件によ っ て さまぎまであると考えられる ｡ したが っ て ｢上級+ と
い っ て も ､ そ れがどの程度以上なの か とい う こ とは ､ 当然その地域 ごとの条件に制限きれるもの であり､ 一 律 に
定める こ とはできない o
また, 首都圏におい て 壮そもそもアイヌ語教室にあたるものがない ｡ プライベ ー トに行なわれてい るアイヌ語
サ ー クルがい く つ かあるにはあるが､ 道や国から補助金を受けて運営されて いるアイヌ語教室とは, 本質的に異
なるもの である ｡ すなわち首都圏において は上級講座のみ を開講する ということが, もはや実情に合わない の で
ある.-そこで , 筆者自身は現地の要請にしたがっ て , そ こで の 実情に合わせた形で講座を展開して い る｡
東京で の上級講座は, JR 東京駅八重洲口近くにあるアイヌ文化交流セ ンタ ー で ､ 毎月 1回の割合で行なわれて
いる . 受講者は 8名o 全員アイヌ人かその 家族で ある ｡ 出身地 (本州生まれの場合は親の) 揺,+弟子屈､ 白人､
滑河､ 旭川と多岐にわたり, 筆者 のおもに研究して きた沙流 ･ 千歳 とはだい ぶ異なる方言の地域の人たちである｡
首都圏で の 一 番 の 問題は, アイヌウ夕リ連絡会の メンバ ー の 居住範囲が､ 北海道ウ夕リ協会の 各支部に比 べ て
はるかに広い こ とである . したが っ て , 受講者が八重洲に集まる こと の負担を考える と､ た とえ講師側に余力が
あっ たとして も､ そう頻繁に開講す.るわ桝こはい かない (実際に杜, 筆者自身もこれ以上の頻度 で東京まででか
けて いくの は困紫である) o
二番目の 問題は , 北海道の アイヌ語教室の場合は､ そ の土地の方言を中心に行なえばよ い の だが, 首都圏では
上記の ように出身地域がばらばらであり､ どこ の青葉を*'bに学習するの かの選択が難 しい こ とで ある｡･
第三 の 問題は､ 北海道に在住 して い る人たち以上に, 首都圏に住んで い る人たちは伝統的なアイヌ文化に関わ
るイベ ントや , 自然的社会的環境から切り離されて い ると いう ことで あるo た とえば､ 北海道におし1 ては山菜採
取などがまだ日常的に行なわれ て い る 地域も少なくなく､ た とえアイヌ語の 名称はわか らなく て も､ その気にな
れば自分で行 っ て採 っ たり食 べ たりする樺会が持て る o しか し､ 特 に首都圏で生まれ育 っ た世代 とな ると､ まず
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その壌物そのもの を見る機会ない o つ まり ､ い くらアイヌ語の文法や哲嚢を学習して も､ そ こ で描かれて い る世
界が何で あるの かまっ たく理解されないまま､ それが行なわれる こ とになる可敵性が高い o それでは正 し い語学
学習とはい えないo
そ こ で , 筆者は何回かの 試行錯誤の上, 映像資料を中心 とした講義を行う こ とにした . 具体的にはアイヌ無形
文化伝東保存会の 作成 ･ 頒布 して い るアイヌ文化伝東記録映画シリ ー ズ を中･亡バこ, ビデオ の 映像を見ながら ､ そ
こ に出 て くるアイヌ語に筆者が注釈を加えたり, そ こ からさらに関連する話を展開して い く形 で講義を行な っ て
いる ｡
現在 の と ころ こ の方法は効を奏 して い るよう で あり , 興味を保ちながら学習が行なえて い るようで あるo 受講
者の ひとりは､ こうした ビデオがある土とは知 っ て い たが､ 高く て手に入 れにくい こ ともあり､ これまで見る機
会がなかっ たと語 っ て いた ｡ こ の ような資料を活用する上でもよu機会にな っ て いるの ではない か と患う.
5. アイヌ語ラジオ斡座開設革菓
ラジオ講座も指導者育成事業と同じく97年度は準備年度であり, 9 8年4月からS T V(札幌テ レビ放送) で ､
北海道だけの ロ ー カル放送と して始まっ て い るo S T Vはアイヌ帯関係の 番組作成におい ては伝統と実練があ り､
ラ ジオの定期番組 として もすで に 8 7年1 O月ュ 8日から萱野茂氏を講師とし て ｢アイヌ語講座 イ ランカラプ
チ+ とい う番組の放送を開始 して いる (9 2年4月 5日より藤村久和氏に交替)
■
｡ また､ 出版物 とし て も 『エカ
シ とプ チ』 (19 83) ､ 『へ ンケとアハチ』 (199 4) など優れた記線集を公刊 して いる｡ ちなみ に､ 今回の ｢アイ
ヌ語講座+ のデ ィ レクタ - である真鍋港史氏は, 千葉大学文学部の卒業生で あり､ アイヌを含む樺太諸民族の青
簿につ い て の 卒論を書いて いる.
現在 ｢アイヌ憩講座+ 揺, 本放送が毎週日曜日 の朝6 : 4 5- 7 : 0 0､ 再放送が毎週土曜日の 朝6 : 0 0-
6 : 1 5 に行われており1 毎週1回3 ケ月を - 単位として ､ 講師および方青が交替して い くスタイル をと っ て い
る ｡ 9 8年度の放送は次の ような者師陣で行われた｡
9 8年度第 1期 : 4月 - 6月
2期 :【7月 - 9月
3期 : 1 0月 ⊥ 1 2月
4期 : 1月 ｢ 3月
講師 :
■
沢井アク (十勝方音)
講師 : 中本ム ツ子 (千歳方音) 協力者 :中川裕
講師 :萱野茂 (沙流方青)
講師 :鹿田川見 (旭川方言) 協力者: 川村シンリッ ･+エオリバ ック
･
アイヌ ､ 浅井亨
こ の放送に合わせ て , 各期 ごとに ｢アイヌ語 ラジオ講座テキス ト+ が作成され配付されて い る ｡ 機構が主催 し
て い る ｢アイヌ文化友の会+ の会員には自動的に配付される こ とになっ ており､ それ以外でも機構か東京八 重洲
の アイヌ文化交流セ ンタ ー に行けば手に入 る｡ また, S T V のホ ー ム ペ ー ジ の ｢アイヌ語ラジオ講座+ のコ
- ナ -
(hQ://w w ･do sanko･co･jp/sty/ainugo/index･html) にアクセスすれば､ こ の放送の テキス トばかりでなく実際に放送
で流して いる音声そのもの を､ リアルオ - デ ィ オで聞くこ とがで 普る ｡ つ まり､ S T V の電波が届かない遠隔地に
おいて も受講可能なの である 2)(ただし現在公開されている のは､ 9 8年度7 - 9月分の
一 部 の み) ｡
2) アイヌ哲部会におけるアイヌ語教室講師との会合の席で は､ 北海道内におい ても ST V の電波が届かな い地域
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3 ケ 月 ごとに講師及び方言が交替 して い く とい う こ の シス テム には批判も多く､ 語学を学ぶに娃半年から1年
の カリキ ュ ラム でじっ くりステ ッ プを踏んでもらいたい と いう声は少なからず聞こえてくる ｡ 各期 の講義の 内容
が講師まかせで相互に有境的な連関がなく , 束易産もぱらぱらであるというのも大きな問題で あるo
葉音自身､ そう いう ことになる の を恐れ て事業運営委員会では別の 方式に賛成しており, こ の方式で進めるこ
とになっ て しまっ た こ とに当初は不演を持 っ て い たが､ 現在では韓果的にみ て これ で よか っ た と考えて い る｡ 重
要なの はこれが誰のためにあるか と問う こ とで あるc 多くの 人は当然の こ とながら聞き手かアイヌ語を覚え るた
めに こ の番組があると考えるであろう｡ それならぱ､ アイヌ語教育の 実践を長年続けて き て ､ 文法的な説明を行
なうこ とにも慣れて いる和人の研究者が､ アイヌ賛の蕎者に実際の発話をして もらっ て解説する.tいうスタイル
もあり得る し, そういう形式を期待 して いた人も少なくないかもしれない ｡ しかし, 筆者自身はそのやり方に柱
最初から反対するつもりで あっ たo 聞き手の多くが和人であろうというこ とを前提とすると､ その 方式は ｢アイ
ヌ人自身の アイヌ語の継東+ とい う こ とに大きな効果をもたらし得る とは思えない ｡
アイヌ欝の 継承というこ とを考えた場合､ 今 一 番重要なこ と臥 アイヌ人の中か らアイヌ語を教えられる人間
を生み出して いく こ とであるo それには指導者育成事業などの教わる場だけで なく, 教える場を作り出して いく
必要があるo 教育者杖教える軽験を積む ことで成長していくもの で あるo アイヌ語教室より大きな場でアイヌ語
を教えた准験の あるアイヌ人はまだ数少ない o そうした大きな場 として ､ こ の ｢アイヌ語講座+ 捻よ い機会とな
るであろうQ
9 8年度の講師陣は ､ 結果的には現在アイヌ人でアイヌ簿を教え る こと の で きる ベス トメンバ ー だ と言 っ て よ
い｡ 中には萱野氏のように ､ 半年､ 一 年といっ た単位で講読を任せ られる人もいる｡ しかし､ そ の 次の世代とし
て控えて い る人たちがどの くらい い るかと考える と､ もっ と多くの人材を育成する必要がある こともまた明らか
である ｡ 幸 い にして ､ 9 9年度には上記以外の何ケ所もの地域か ら講師として 名乗りをあげる人たちが出て きて
い る｡ その 中には指導者育成事業の 受講者も複数名含まれて おり, こ の ふ た つ の事業が連結 した形 でアイヌ語教
師の形成が行われ始めたこ とを示しているo これも､ 3ケ月交替とい うシステムが功を奏して いると考えられる｡
半年, 一 年 と いう単位ではやはり経験の な
'
n 人間は二 の足を踏むで あろう し､ 放送局の方の負担も大きなもの に
なるだろう｡
以上は, 送り手例の 立場からの意見であるが (とい っ ても ､ 放送局の意見はまた違うで あろうが) ､ 聞き手側
にとっ て も､ 現在を生きているアイヌ人の 生の 声や意見を聞く ことは､ 和人の研究者によ っ て整理きれ分析され
たもの を聞くこ ととは別の 意味で収穫の 多い もの で あると考える｡ 現在はアイヌ語学習運動にお けるまさに範換
期であり, 色々 な新しい もの が未整理の 形の ままあち こちから吹き出して い る状況で あるo ｢アイヌ語車座+ 忠
どは史上初めて の 試みなの である ｡ 英語などの ような教授法の伝統の ある青欝の講座などと同じ形の もの を､ 今
すぐ提供 できる と思う方が間違いなの である ｡ そういうことを聞き手に側も､ そ して こう した事業の査定を行う
であろう文部省の人間にも理解して もらう必要があるo
6
. アイヌ語弁論大会開催草葉
アイヌ語弁論大会という名のイベ ントは, か つ て 1 9 8 9年に ､ 東京におい て豊岡征則 (ア ド イ) 氏率い る
カムイ ド ラノ協会主催で 開か れて い る｡ 当時 ､ 筆者も ー 観客 とし て参加したが ､ ど こ から これだけの 人が集ま
があると いう問題が指摘され て い る ｡
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っ たか と いう盛況ぶりであっ た o テ レビで豊岡フ ァミリ ー を中心に したドキ ュ メント番鼠も放映されたo また､
出場者の中から､ 現在筆者の知 っ て い る限りで も 3人 の人間が､ アイヌ文化関係の専門的な職業に就い て い る ｡
こ うした経緯から, こ の弁論大会 とい うの は隠れて い る人材を発掘するの に非常に効果的で あろうと, 筆者は
考えて い る ｡ アイヌ語で弁論する こと自体は､ 北海道りタリ協会主催の アイヌ 民族文化祭の中でも行なわれ て き
た こ とであるが, それ は基本的にりタリ協会に所属 して い る人たちの催 しで あり, 一 般が参加 できるもの で はな
い o
一 般 の和人やウタリ協会に属 して い な いアイヌ人たちが個人で参加でき る場とい う のが､ こ の弁論大会の果
たすべきひ とつ の 大きな役割であろうと考えられる｡
機構主催の こ の弁論大会は , 9 7年度は北見 , 9 8年度は浦河で ､ りタリ協会の アイヌ民族文化 射 こ合わせる
形で開かれ て いる . 出場者は､ りタリ鹿会各支部 , アイヌ語教室 , アイヌ ウタリ連絡会などの他 に､ 市町村や大
学 ･ 図書館などの 関連Eg]体に ､ ポ ス タ - ･ チ ラ シが配付されて 募集される｡ 9 7年度の 出場者数は1 2名 (9グ
ル ー プ) I 9 8年度は1 5名 (1 3グル ー プ) となっ て い る ｡
筆者は残念ながら日程の 関係で どちらも参加するこ とができなか っ たが ､ 参加者か らはい く つ か の 問題点 を耳
にし て い る ｡
まず ､ 9.7 年度 の第 1回は観客が非常に少なく淋しいもの であっ たというばかりでなく､ アイヌ民族文化祭を
見に来た人たちで ､ この イ ベ ントの こ とを知らなか っ た人が多か っ たようだという こ とで ある｡ これは宣伝 の 問
題だが､ やはり当時りタリ協会と機構との連絡があまり密なもの になっ て いなか っ たということを物語っ て いる o
.第2回の滑河大会は, それよりは盛況だっ たようだが, 出尊者の 方は､ そ
の ほとんどが道内各地の アイヌ語教
室に所属 して い る ｡ それはそれで アイヌ人子弟が出場者の 中心にな っ て も1る というこ とを示 して おり ､ 結構な こ
となのだが､ 8 9年にアイヌ人以外の 出場者があれだけ多か っ た こと, そ して アイヌ舞学習者の 数が当時より格
段に増えて いる とい う こ とを考える と､ こ の数字の偏り臥 一 般世間に対して の宣伝がまだ不足して いると い う
ことを示すもの で ある｡
また､ 9 8年度の 大会につ い て ､ 審査員のひ とりから ｢みんな書い たもの をただ読んでいるだけで ､.
発音 もお
かしいし, 開いて い てもちっ･ともアイヌ語に聞こえない+ という不満を個人的 に聞いた ｡ たしか に､ 8 9年 の 弁
論大会で 臥 放とんどの 出場者がアイヌ語を暗記 して弁論を行 っ て い た ので あり､ 原稿を読み上げるやり方で は
学習効呆と しては大きなものが期待で きない ことは確か である ｡ しか し, 逆 に ｢暗唱+ を参加条件として しまう
と､ 参加者が非常に少な くなるおそれもまたある ｡ こうした催しは継続されねば意味がないが､ 継続 して いくた
めにはやはりある程度以上の参加者数の確保 という こ とが重要になる｡ こ の 点披､ 暗唱者により高い 評価を与え
るなどの 配慮をして , 漸次改善して いくしかな いだろう｡
7 . まとめ
以上 ､ 4 つ の アイヌ帯関連事業の実態を見て きたが､ 当事者の 一 員 として音える こ とは､ 次の 三 つ であるo
長期的な視点から見る べ きで ある
明治以降百数十年の 間､ アイヌ帯を含むアイヌ文化が国から与えられたもの 臥 それを衰退させ るため の社会
的要因の みで ある o そ の 結束､ ア イヌ帯は日常会番で はまっ たくとい っ て よい 旺ど使われなくなり, 伝統的な精
神世界に生きる人々 も数少なくな っ た｡ そ の状態で ､ 突如として 国から年間何億もの 金を出すから文化を復興せ
よ と首われたからとい っ て ､ すぐに成呆が出て こ ようはずがない ｡ まずは人材作りで あるが, 人材などというも
の は2年や3年でひ ょ い ひ ょ い開拓でき るもの ではな い｡
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したがっ て ､ 機溝 の仕事に色々文句を つ ける ことは必要であり重要なこ とだが､ ｢成果が出て いな い+ とい う
批判に限っ て は当面の 間妃無意味で ある ｡ アイヌ語関係の 事業など, 9 8年度が実質 1年目である o 機構の 動向
を監筏して い る人たちは､ 何が出てきたかではなく､ 何をやろうとして い るかという ことに注目すべ きである し,
そ う い う笥点から批判する ぺ き で あるo
二 . 参加者はみんな真面目である
横帝はシ ス テム上色々な欠陥がある のは確かであるo 理事や事業運営委員などの選び方も悉意的で 問題が多い o
しか し､ 個 々 の事業に応募し､ 参加 して い る人たちはみな非常に真面目で ある c 筆者は､ 特に ｢アイヌ語指導者
育成事業+ ｢アイヌ語上級講座開設事業+ とい うふたつ の事業に講師 として 関わっ てそれを強く感じた｡ したが
っ て , 壊溝を批判するこ とは必要で あるが､ それ は現場で何が行われ て い るかをよく把握して から行う ぺ きであ
り , そ の事業に参加して い る人たちの意欲を捜なうようなやり方で行う ベ きではないo
≡ . 横構はサ ー ビス機関である (ベ きである) ｡
機構 の ひ とつ の 間葛点は, 国か らの予算を助成金として 与える ことによ っ て ､ アイヌ文化活動を否応無しに国
の管理下に組み込んで い く可優性がある とい う こと で ある o こ の こ とを考えると､ アイヌ文化振興というこ とに
関して ､ 機構自体が何らか の理想や理念を掲げる こと性､ かえっ て危険か もしれな いという こ とすら言える o む
しろ機構 とい うの は､ 本来なら色々 と金の かか るはずの ｢場+ を､ 無償で提供 してくれるサ ー ビス腰 開だと考え
た方がよい ｡
そ の意味では, 梯構 の提供して い る場で ､ 今まで潜在化して いた人材が色々 な形で活性化しはじめて いる こ と
が見て とれる ｡ 筆者が瞥見した内でも, ｢アイ ヌ 口東文芸伝承者育成事業+ や ｢アドバイザ ー 派遣事業+ は､ こ
れまでそういう清動に表だ っ て参加したこ との ない人たちを引き出すの にある程度成功して い るo 例えば､ 筆者
は千歳で行われて いる ｢アイヌ 口承文芸伝泉者育成事業+ の定例会に参加したこ とがあるが､ そ こ では3 0代か
ら6 0代の 4人の女性が､ 中本ムツ子氏を講師としてカムイユカラの練習をして い た｡ アイヌ語をほ とんど失 っ
て しま っ た､ しかも年齢的にも新しい ことを覚える こ とが困難になっ て き つ つ ある人たちが, 普)bしながらカム
イ ユ カラの 朗唱に取り組む姿は, おそらくその 上 の世代の人たちが長らく望んて い たもの に違いな い ｡ ただ､ そ
れがき っ かけを与えられなか っ たために, 今まで実現できなか っ た こ となのだ｡
また ｢アイヌ文化賞+ も､ 違っ た意味で場を作り出して いる o 筆者は､ 9 8年 10月2 0日に, 有楽町マリオ
ンホ ー ル で行われた受賞式に赴き､ 控え室で受賞者やその家族の人たちと色々話を交わしたが, そ こ で強く感じ
I
た こ とは､ こ の賞が受賞者本人はもとより, その家族に自信とプライドを与える大きな効果をもたらして い ると
いう こと である ｡ 社会的に認められる という こ とが文化の ｢威信+ というこ とに つながる のであり, そ の ｢威借+
こそが文化の維持を支えるもの である o そ の意味で ､ 今後も受賞式のようなセ レ モ ニ - は北海道ではなく , 都内
の大きな会場で行うことが望ましい ｡ アイヌ文化の問題は日本社会全体で考える ペ きものであり , けっ し て北海
道ロ - カ ル の もの ではない という こ とを､ 世間により認識させるためにもそう した方がよい ｡
｢アイヌ文化振興法+ を成立させ ､ その実際の運用を推進機構という財団法人にまかして しまっ て , 政府でほ
やっ か いな問題がひとつ かたづい て せ いせ い したと思っ て いるかもしれない が､ それらはゴ ー ルでも何で もなく､
最初のひ とつ の ス テ ップにすぎない ｡ それはい つ か乗り越えられ, より優れたもの に置き換えられなければなら
ないものである ｡ しかしその前にそこにあるもの を最大限括用するこ とがまず重要なこ とだろう｡ 機構 の事業に
つ い て は､ まだ 一 般的に十分に理解されて いるとは青い難く (何しろ事業運営委員の筆者にもわからない ことが
多い) ､ 機構側でも何をどの ようにしたものか手探りで試みて いるとい う状態である ｡ 長い 目で見ながら多くの
人間が真面目に こ の機関を活用 し監視して いく ことが､ この 巨大な赤ん坊をま っ とうに育てる唯
一 の 道であろう.
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